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1 百万塔のWid査

-お出第一淵公安は，史料淵1主主とともに法|筏

寺所it:M?i)jJ;f与の剥ftを継続'"であるが，本年度

はコンヒュ ーター処f!Hを 11抗して地身部のデー

ターを40mll(C:!桜jlH・記ワ化し ，2，000 必分の

データーを TBM5550 (ζ人 )j ， 本的 (1包な ，~i十i処

.fJHを1J14始した。

また ，i'f)j絡の製1'1"t立件，j1:の問題点をW(:r:)とす

るため ， 了 f)jU~の血h;t製作を行っている小州木

地工jぷ(山山以外4脳波liIIIUIIIIIJi'n込)で，製作技術

の調合;ーを行った。 I'ijj搭の製作小ILLj久)::氏

I LiJ工}Jjの ，'iJj搭の製作は HI輸行15 ・ 桝身 :~15 ともに'd，!ruJ~m蝋で悦き:1:すもので ， そのJ_: f.d は ， 別

表の!lIl く 10数X，f， l と比 ' 1史的日íì l]i，である。まず ， )ffi挽の段|桁で然身の|吃~11i尼終収納孔と ， これ・4

見合う HI'陥の1，t;i';I5をrplり，アゲ悦の段|併で，地身は第一:，11γiの泣から ，lfl輸はこii.旅から ，以下部

分 ζ とlζ ，円11りと測定を繰返し成形する。仕上げの脳きはJ此終的{ζ全体[ζ行うが， 11 :上げの 1~ '1

りは科部どとにその部位行っている。伐川工よしはバイト知，ノミ知，ノギス ，ゲージなど27H

におよぶが，職'1組切削{ζ一般的な」:JL ゃ日íìlれな道Hが多い。 Ul~当りの製作H寺川は ， いずれも

30分程度である。型作 は，搭身行15が比般的作易なのに対し， 1;11 輪日15が誕l ~f~な形態をとるうえ小

型で，(史川こ1:只数も多く ，IIIJ伎の熟練技術を要する。

小州工)jJのi'j'万燃は，H_;:!nIJ ~1~慨を川いる ζ と ， ケヤキを 1i1l'1 (ζ 川いること ， t~ I輸;百九 i都身:'';15

とも qql!の袋行(ζ は!氏め )I~~!を川いることなど ， 法降守(i万j芥と;Mなる.'.';(も多いが ， 今後の ~~f午技

術の位以{ζ参考とすべき ，'.¥1が多い。なお 1 *l lj:~宇，;t.i: HI愉 f~15の ~{/I ; は ， 奈良 11与代の幼舵な償'Jill l鵬械

では不 IIJ胞とし ， 政般の (l1.l: を W~iじする説もあるが， 今ぷ，';1代 (ζ よ って ， 熟*，-lH:支給jがあれば凶日

の桃山I1純倒でも HI愉 :'11 5 の~~I'I ; は l'分可能， との弘通しを1~}た 。 ，'Î )j JJ，liの製作技術の iUIJ~iを 11 折

し ， 今後も淵併を杭ける Yi~である 。
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2 百万塔II't:: ~r(~J邑併の ~U，'ij査

法 l保守 i' 1) j l符(乙納入されていた w印(U~併の，lI，'ij(tを ， 11“和w防 l版作成の一段としてuったもの

の"'/Itl報'1，;.で-ある 。 1'1')jJ.符納入の/;己主任j己粁.は，劇作ではすでに l'l)j地本{みからはとりだをれて

)JIJ世主れている。従米からそのけ[11ーのあきらかであったもの し800以余 (1祈n'を除く)と，今[iil，

111州 i資!討 l阪の淵1't 1ζ 伴って ， 新た (ζ ブUó されたものとを{~ï? 1 すると 4 ， 500点をこす数になる 。

これらの/;臼(U~杭は ， 従米からの研究(ζ よ っ て ， 4 阿波lの抗日I~ ， J!l~垢浄光持組本:1;日経尼 ， /司

1'11愉w乙縦j己，/，;/1'1心日j陀刊行己， /，わにj立/，'t;¥';((;)己からなっていることが矢11られており ，またmuuζ

ついては ，1U本|吃草花j己が 3fiHri.十11愉 ， 1' 1 心1':1 1. 六位 |吃~(U~がそれぞれ 2 HDluある 。今1111の淵

代でも ， この椛リI!の Itbi式の間知に ついては特(ζ 新しい知見を 1~1 ることがなか っ た 。

J:}Ui する/)'t;~{()î:l*ギは ， (米((の ど.!. h なものも多いが ， 断。i'iで 1以 ι状況の .I&~いらのもまた数多

'点数として数えにくいものも多数あ 勺た。これらの|吃縦!己主主について，fゲ.典・!版式叶i(乙よ

っ て分);r~すると l 'iJI時 {ζ ， Wi，:;のJ采、j'， n ;1cすべ き 'IUJ'~請に ついて IIJíiちなかぎり 1 }~~ごとに ， ，il.'d 

』を作成し ， '/}J'J 1îI~;;診を行 っ た 。 こ の ，lI，'iJ併の終 j品であきらかにな っ たことを ， 以下{ζ摘記する

こととする。

1. 版式に ついては，とくに析しい別式のものの先見はないが附 り /'.りは多fぷであり /， (/-版

と!以われるものでも ，火::.jその利|いよいにかなりのバラツキがイr::(c<Jる。 このような剖象がなぜ

~/ :.じたのかに ついては詳らかにしない。

2. 料 紙の限強については，ほとんどが麻布tであるが，その'1'にも二部知の斜った紙質がが

在する 。 この紙質の4・/:1逃に ついては ， なお後 11 ， 科学的なふli/Wを品みる必~がある 。

3. 紙の縦寸法は 4.7cmから 6.2cmまで くらいのはばでかなりのバラツキがあり ， fI.J'(f[ 

(乙裁断したものではないようにみえる 。

4 . また ， ζ く - r(;/~の経典{ζ は， /桜ないしは |、桜(ζ本文以外の;‘:，¥j良を足立したものがある。

そのうち H[愉|吃縦j己の知いものにイJ い た ~:.\jú は ， 比 '1佼してみたれ'i県 ， /LiJじ1'11輪/;己縦j己の以い版

式の本文の /.;端である ζ とが判|りj した 。 乙の~:，' i以 ， /;己主任j己続を削る ために(f}'i:/した版式は続出

1邸のみがぶ，/まれていたのではなく ，少なくとも /，(/-ー終ljl!の 2fiHriの版が|司-'U:ilこ表IJまれてい

た可能性のあることがW;ぷ§れた。それ以 /'.1ζmJiが大きく 3断fii以上の終リI!が同-'，{I，.>(1ζ刻まれ

ていたものであるかどうか，あるいはー版ー併でスタンプ式lζ印jlH/されたのかはなお不明であ

る。おそらく ，1， dー!阪で-'k:l.w:mり |げられたものが，後(ζ /'.-"'1ζJ]K断 されたとするのが可能

性が尚い。 その|仇 本文以外の-日出までふくめて切りとられたものが'/士じたものと!以われる 。

5. この他， 111りのよくない部分に ついては内情による fili引が行われており . ζ の点数はか

なりの数にのぼる o yjWi'jr' 1 ，本文:全体がI!司市のものが 1点みいだされたが，今 11知られている

I!~ 市のも のは折山，'II' ， ' I' (ζ 3 Y，tある 。ノト1"1先比のものは断的であるため全文肉されの(9111ζ加えてよ

(、かどうかは'I!f/ii..oできない。 (史.vJih'illjJ)
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